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Q1.	  「ゆきもちくん」シリーズとはどの様な製品ですか？

A1. 	 �屋根の軒先から現状付いている雪止め装置（雪止め瓦・雪止め金具等）までの間（600〜1000mm）の雪を落ちにくく
する為の製品です。その為、「ゆきもちくん」シリーズの上部から棟までの間に積もった雪が軒先に向けて押し出されない
様にするには、別途対策が必要です。

	 また、ツララ・スガ漏れ・雪庇等を防止する為の製品ではございませんので、ご注意願います。

Q2. 	屋根に雪止め装置（雪止め瓦・雪止め金具等）が付いていません。取り付ける事は出来ますか？

A2. 	�「ゆきもちくん」シリーズは、現状付いている雪止め装置（雪止め瓦・雪止め金具等）を利用して取り付ける為、それらが
付いていない場合は基本的に取り付ける事が出来ません。雪止め装置が付いている場合でも、それらの形状・固定方法・
設置間隔等によっては取り付ける事が出来ない場合もございます。

	 �また、軒先からその雪止め装置（雪止め瓦・雪止め金具等）までの間に、最低でも300mm以上の空スペースがなけれ
ば取り付ける事が出来ませんので、ご注意願います。

Q3. 	勾配が急な屋根・流れの長い屋根にも取り付ける事は出来ますか？

A3. 	 �Q2 同様、現状雪止め装置（雪止め瓦・雪止め金具等）が付いていれば取り付ける事は出来ますが、勾配が急な屋根・流
れの長い屋根の場合は、一般的な屋根形状に比べ、軒先方向に雪が押し出される力が強くなりますので、十分な雪止め
効果を発揮する事が出来ません。また、一般的な屋根形状に比べ、「ゆきもちくん」シリーズにかかる負担も大きくなりま
すので、雪の重さに耐え切れず、製品ごと落下する恐れがございます。

	 �上記を踏まえまして、勾配が急な屋根・流れの長い屋根に取り付ける場合には、「ゆきもちくん」シリーズの上部から棟ま
での間に、別途、可能な限り多くの雪止め装置（雪止め瓦・雪止め金具等）を増設する等、押し出される雪の力を軽減さ
せる必要がございます。その際に、「スーパーリング」を「ゆきもちくん」シリーズの上部から棟までの間に併用する事が
可能であれば、更に効果的です。

   
Q4. 	屋根にソーラーパネルが付いていますが、取り付ける事は出来ますか？

A4. 	 �Q2 同様、軒先からソーラーパネルまでの間に雪止め装置（雪止め瓦・雪止め金具等）が付いていて、且つ、軒先からそ
の雪止め装置までの間に、最低でも300mm以上の空スペースがあれば取り付ける事が出来ます。

 	 （注1）�積雪量の多い地域、勾配が急なソーラーパネル設置屋根（積雪量に関わらず）、流れの長いソーラーパネル設置
屋根（積雪量に関わらず）への取り付けはご遠慮願います。ソーラーパネル設置屋根の場合、一般的な屋根形状
であっても、ソーラーパネルが設置されている為、雪止め装置（雪止め瓦・雪止め金具等）を増設することが出来ず、
Q3の様な対策を講じる事が出来ません。
�その為、屋根全体の雪の重みが、軒先の「ゆきもちくん」シリーズのみにかかる事になり、その重さに耐え切れず、
製品ごと落下する恐れがございますので大変危険です。

	 （注 2）�軒先からソーラーパネルまでの間の空スペースに溜まった雪が壁の様な役割をする為、空スペースが広い程、パ
ネル面から滑り落ちてくる雪に対する雪止め効果が高まります。逆に、空スペースが狭い場合は雪の溜まる所が少
なく壁が作れない為、パネル面から滑り落ちてくる雪が「ゆきもちくん」シリーズの上を通り越してしまい、取り付
けていても雪止め効果がない場合がございます。

Q5.	 同じような製品が他社から販売されていますが違いはありますか？

A5.	 �高品質な線材（亜鉛メッキ鉄線）を主材料としている為、抜群の強度と高耐久性がございます。また、カラーバリエーショ
ンも豊富なので屋根の色に合わせてお選びいただく事で景観に溶け込みやすく目立ちません。加えて、「ゆきもちくん」シ
リーズに使用されているネットの断面は約10ミリの厚みがあり、これにより雪がしっかりとネットに食い込み、落雪防止
効果を高めています。いずれも、他社製品にはない特徴です。

Q6. 	製品の効果や製品を取り付けた事により起因する損害に付いての各種保証はありますか？

A6. 	保証制度は一切設けておりません。

よくあるご質問




